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要旨 
                                               
東北文化学園大学理学療法学専攻では，3 年次生を対象に 2023 年 3 月に 5 日間の「地域理学療法実

習」を開講した．本稿では，初めて開講した地域実習の内容を紹介するとともに地域理学療法実習の開

講時期の適正性と学びとなったことについてアンケート調査を実施したので報告する．アンケートの結

果から，開講時期においては，大多数の学生が肯定的に捉えていた．学びとなったことに関しては，地

域での理学療法士の役割が明確になったとの回答が最も多く得られた．このことから，「地域理学療法実

習」を 3 年時の春季休業中に開講することは，それまでの学習や臨床実習の経験をふまえると適切であ

ると考えられる．一方で，学生の 4 年次に向けた準備や在学中の長期休みを利用した課外活動などを考

慮すると，引き続き慎重な検討が必要と考えられる． 
                                                    

【キーワード】 地域理学療法実習，学び，開講時期 
 
ⅠⅠ．．ははじじめめにに    
 臨床実習は，養成施設で習得した知識や技能

を手掛かりに「養成施設では経験できない実践

環境で，より一層の理解を深めるための教育機

会」1）である．本学医療福祉学部リハビリテー

シ ョ ン 学 科 理 学 療 法 学 専 攻 で は      

2019 年度入学生まで 2 年次に 2 週間の見学体

験実習を，3 年次に 6 週間の評価実習を，4 年

次に 10 週間の総合臨床実習を実施してきた． 
近年，高齢化の進展に伴う医療需要の増大や，

地域包括ケアシステムの構築等により，理学療

法士及び作業療法士に求められる役割や知識等

が大きく変化してきた背景を受けて，理学療法

士作業療法士学校養成施設指定規則が改正され，

2020 年 4 月以降の入学生は通所リハビリテー

ション又は訪問リハビリテーションに関する実

習（以下，地域理学療法実習）を 1 単位（40
時間）以上行うこととなった 2）．この改正を受

け，本学においても 3 年次生を対象に 2023 年

3 月に 5 日間の地域理学療法実習を実施するこ

ととした（図 1）． 
 地域理学療法実習の目的は，生活期の理学療

法の実際を理学療法士の業務および他の専門職

の業務を見学・体験を通して学ぶことである．

また，通所リハビリテーションの事業所での実

習を通して，病院，診療所，居宅介護支援事業

所，介護保険施設・事業所，保健福祉センター

等の関連専門職，加えて地域住民と協働・連携

することで地域包括システムの中での理学療法

士の役割を理解することである．一方でその開

講時期においては各養成校に委ねられている．

本学では一通りの理学療法専門分野が修了する

3 年次春季休業期間に実施したが，学習効果や

レディネス，early exposer への期待などを鑑み

ると，より適切な開講時期等において検討が必

要であると考えられる． 
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地域理学療法実習の開講時期の検討と実習での学びに関する考察 

 そこで本稿では本専攻の今年度より新たに開

始した地域理学療法実習の内容を紹介するとと

もに，実習終了後に学生から聴取したアンケー

ト結果から，開講時期の適切性および学びとな

ったことを考察する． 
  
ⅡⅡ．．地地域域理理学学療療法法実実習習のの実実習習内内容容・・課課題題おおよよびび

目目標標  
本学の地域理学療法実習は 3 年次生 61 名を

対象に 2023 年 3 月 6 日～10 日に 30 名が，3
月 13 日～17 日に 31 名が宮城県を中心に延べ

21 施設で実習した． 
 実習内容は事業所内の理学療法士の一連の業

務を見学し，指導者の指導のもと一部を体験す

ることである．また，事業所内での利用者の一

日の流れを見学し，送迎，排泄介助，入浴介助，

並びに食事介助などを指導者のもとで体験する

こととしている 3）． 
 学生の課題として実習中には，見学・体験し

た内容から実習記録を作成する．実習後は，「利

用者が受けるサービス内容と理学療法士の役割

と介入」および「通所リハビリテーション事業

所内及び外の連携」について報告書を A4 版 1
枚にまとめ提出する．この報告書を元に報告会

を実施し，教員の合議により評点をつける．出

席状況と提出課題・実習報告会により単位認定

の対象となる． 

実習目標として以下 5 つを掲げている．1）
利用者が受けるサービスの内容，主に理学療法

士の業務・役割を理解する，2）個別・集団リ

ハビリテーションの見学・体験のもと，「活動と

参加」に焦点をあてた目標・プログラム・介入

を理解する，3）理学療法士が ADL あるいは

IADL 等の介入をすること，家族や他のサービ

ス事業所の専門職・介護支援専門員等に介護方

法や環境調整等を助言・指導することを理解す

る，4）リハビリテーション会議・サービス担

当者会議に参加することで，利用者の生活につ

いて本人・家族及び専門職で検討され，課題の

抽出，方針を決め，計画を立て，利用者に同意

を得て，サービスが実施されることを理解する，

5）事業所外の連携の方法を指導者から説明を

受けて理解する． 
  
ⅢⅢ．．アアンンケケーートト調調査査  
1．対象 

2023 年 3 月に地域理学療法実習を終えた理

学療法学専攻 3 年次生 61 名を対象とした．ア

ンケート実施にあたり事前に口頭にて目的や実

施方法を説明し，自由意思に基づき回答を得た． 
なお，本アンケート調査にかかる説明および

実施は，対象科目の時間外に開催された学年ホ

ームルームで行った． 
 

地域理学療法実習の開講時期の検討と実習での学びに関する考察 

2．アンケートの実施方法ならびに内容 
 Googleform を用いてアンケートを実施した．

開講時期に関するアンケートとして，「地域理学

療法実習の開講時期は 3 年次 3 月開講で適切で

したか」について「適切」「やや適切」「どちら

でもない」「やや適切でない」「適切でない」の

5 件法で問い，理由を自由記載で回答させた．

また，実習での学びに関するアンケートとして，

「地域地学療法実習で一番学びとなったことは

どんなことですか」に対する回答を自由記載で

得た．自由記載の内容は精査し，類似性のある

意見でまとめた．なお自由記載の取りまとめは，

一人の著者が実施した．取りまとめた著者は大

学で 9 年の教育歴があり，また臨床で 17 年の

経験をもつ． 
 
ⅣⅣ．．アアンンケケーートト結結果果  
 アンケートは対象学生 61 名全員より回答を

得た（有効回答率 100％）． 
 開講時期は適切であったかの問いには，「適切

であった」・「やや適切であった」が 80％弱を占

めた（表 1）．その理由として，学習の積み重ね

ができていた，時間的余裕があった，医療施設

との違いが認識できたなど，3 年次後期までの

学習や臨床実習の経験を活かせたことによる回

答が多くの学生から挙げられ，学生 1 人当たり

40 文字程度の記載量であった（表 2）．一方で

「やや適切でない」と回答した学生も 10％弱み

られた．その理由として，低学年でも実習目的

が達成できる，時間的余裕がないという意見が

挙げられ，40文字程度の記載量であった（表3）． 
 地域理学療法実習で一番学びとなったことへ

の回答では，地域での理学療法士の役割の明確

さに関する内容が最も多く，利用者とのかかわ

り，環境把握や調整の重要性，他職種連携の重

要性についても挙げられ、記載文字数は 20～70
文字程度で記載した学生が多かった（表 4）． 
 
 

表 1 地域実習の開講時期は適切であったか 

地域実習の開講時期 人数（n=61） ％

適切 27 44.3

やや適切 21 34.4

どちらでもない 8 13.1

やや適切でない 5 8.2

適切でない 0 0.0  
 
表 2 開講時期に対する肯定的意見の 

タイトルと代表意見（意見数） 
・学習の積み重ね（24）
　  地域理学療法を履修し、介護保険分野の学習が終わってからが良い
 　 各自で理解を深めてから実習に行くことができる
 　 1.2年生よりも理解ができる

・時間的余裕（19）
 　 春休み期間中であり、テストも終了しているため余裕がある
　  テストも終わり、知識があった状態で臨むことができた
　  不都合を感じなかった

・医療施設との違いを認識できる（7）
　  評価実習を実施した後で、病院との違いが明確になる
 　 病院実習を終えた後で視野が広がる
　  対象者との接し方・検査方法などがある程度わかってからが良い  

 
表 3 開講時期に対する否定的意見の 

タイトルと代表意見（意見数） 
・低学年での実習でも目的が達成できる（6）
　　地域での理学療法士の役割を理解することは１年生でもできる
　　１週間の実習と短期であるため1・2年生でも良い
　　地域理学療法実習の体験を生かして授業に臨めばよい
　　先に地域理学療法実習を行い、評価実習の準備ができる

・時間的余裕がない（5）
　　卒業研究や就職活動なども考えると忙しい
　　春休みがなくなり、帰省などが難しい  
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地域理学療法実習の開講時期の検討と実習での学びに関する考察 

 そこで本稿では本専攻の今年度より新たに開

始した地域理学療法実習の内容を紹介するとと

もに，実習終了後に学生から聴取したアンケー

ト結果から，開講時期の適切性および学びとな

ったことを考察する． 
  
ⅡⅡ．．地地域域理理学学療療法法実実習習のの実実習習内内容容・・課課題題おおよよびび

目目標標  
本学の地域理学療法実習は 3 年次生 61 名を

対象に 2023 年 3 月 6 日～10 日に 30 名が，3
月 13 日～17 日に 31 名が宮城県を中心に延べ

21 施設で実習した． 
 実習内容は事業所内の理学療法士の一連の業

務を見学し，指導者の指導のもと一部を体験す

ることである．また，事業所内での利用者の一

日の流れを見学し，送迎，排泄介助，入浴介助，

並びに食事介助などを指導者のもとで体験する

こととしている 3）． 
 学生の課題として実習中には，見学・体験し

た内容から実習記録を作成する．実習後は，「利

用者が受けるサービス内容と理学療法士の役割

と介入」および「通所リハビリテーション事業

所内及び外の連携」について報告書を A4 版 1
枚にまとめ提出する．この報告書を元に報告会

を実施し，教員の合議により評点をつける．出

席状況と提出課題・実習報告会により単位認定

の対象となる． 

実習目標として以下 5 つを掲げている．1）
利用者が受けるサービスの内容，主に理学療法

士の業務・役割を理解する，2）個別・集団リ

ハビリテーションの見学・体験のもと，「活動と

参加」に焦点をあてた目標・プログラム・介入

を理解する，3）理学療法士が ADL あるいは

IADL 等の介入をすること，家族や他のサービ

ス事業所の専門職・介護支援専門員等に介護方

法や環境調整等を助言・指導することを理解す

る，4）リハビリテーション会議・サービス担

当者会議に参加することで，利用者の生活につ

いて本人・家族及び専門職で検討され，課題の

抽出，方針を決め，計画を立て，利用者に同意

を得て，サービスが実施されることを理解する，

5）事業所外の連携の方法を指導者から説明を

受けて理解する． 
  
ⅢⅢ．．アアンンケケーートト調調査査  
1．対象 

2023 年 3 月に地域理学療法実習を終えた理

学療法学専攻 3 年次生 61 名を対象とした．ア

ンケート実施にあたり事前に口頭にて目的や実

施方法を説明し，自由意思に基づき回答を得た． 
なお，本アンケート調査にかかる説明および

実施は，対象科目の時間外に開催された学年ホ

ームルームで行った． 
 

地域理学療法実習の開講時期の検討と実習での学びに関する考察 

2．アンケートの実施方法ならびに内容 
 Googleform を用いてアンケートを実施した．

開講時期に関するアンケートとして，「地域理学

療法実習の開講時期は 3 年次 3 月開講で適切で

したか」について「適切」「やや適切」「どちら

でもない」「やや適切でない」「適切でない」の

5 件法で問い，理由を自由記載で回答させた．

また，実習での学びに関するアンケートとして，

「地域地学療法実習で一番学びとなったことは

どんなことですか」に対する回答を自由記載で

得た．自由記載の内容は精査し，類似性のある

意見でまとめた．なお自由記載の取りまとめは，

一人の著者が実施した．取りまとめた著者は大

学で 9 年の教育歴があり，また臨床で 17 年の

経験をもつ． 
 
ⅣⅣ．．アアンンケケーートト結結果果  
 アンケートは対象学生 61 名全員より回答を

得た（有効回答率 100％）． 
 開講時期は適切であったかの問いには，「適切

であった」・「やや適切であった」が 80％弱を占

めた（表 1）．その理由として，学習の積み重ね

ができていた，時間的余裕があった，医療施設

との違いが認識できたなど，3 年次後期までの

学習や臨床実習の経験を活かせたことによる回

答が多くの学生から挙げられ，学生 1 人当たり

40 文字程度の記載量であった（表 2）．一方で

「やや適切でない」と回答した学生も 10％弱み

られた．その理由として，低学年でも実習目的

が達成できる，時間的余裕がないという意見が

挙げられ，40文字程度の記載量であった（表3）． 
 地域理学療法実習で一番学びとなったことへ

の回答では，地域での理学療法士の役割の明確

さに関する内容が最も多く，利用者とのかかわ

り，環境把握や調整の重要性，他職種連携の重

要性についても挙げられ、記載文字数は 20～70
文字程度で記載した学生が多かった（表 4）． 
 
 

表 1 地域実習の開講時期は適切であったか 

地域実習の開講時期 人数（n=61） ％

適切 27 44.3

やや適切 21 34.4

どちらでもない 8 13.1

やや適切でない 5 8.2

適切でない 0 0.0  
 
表 2 開講時期に対する肯定的意見の 

タイトルと代表意見（意見数） 
・学習の積み重ね（24）
　  地域理学療法を履修し、介護保険分野の学習が終わってからが良い
 　 各自で理解を深めてから実習に行くことができる
 　 1.2年生よりも理解ができる

・時間的余裕（19）
 　 春休み期間中であり、テストも終了しているため余裕がある
　  テストも終わり、知識があった状態で臨むことができた
　  不都合を感じなかった

・医療施設との違いを認識できる（7）
　  評価実習を実施した後で、病院との違いが明確になる
 　 病院実習を終えた後で視野が広がる
　  対象者との接し方・検査方法などがある程度わかってからが良い  

 
表 3 開講時期に対する否定的意見の 

タイトルと代表意見（意見数） 
・低学年での実習でも目的が達成できる（6）
　　地域での理学療法士の役割を理解することは１年生でもできる
　　１週間の実習と短期であるため1・2年生でも良い
　　地域理学療法実習の体験を生かして授業に臨めばよい
　　先に地域理学療法実習を行い、評価実習の準備ができる

・時間的余裕がない（5）
　　卒業研究や就職活動なども考えると忙しい
　　春休みがなくなり、帰省などが難しい  
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地域理学療法実習の開講時期の検討と実習での学びに関する考察 

表 4 学びとなったことの代表意見 
（意見数） 

・地域での理学療法士の役割が明確になった（25）
　　病院と地域での役割の違いが学べた
　　機能改善だけでなく生活に目を向けていること
　　リハ会議に参加して地域に根付いた理学療法の重要性を学んだ

・利用者とのかかわり（13）
　　利用者との信頼関係が大切だと思った
　　コミュニケーションの取り方を学んだ
　　同時に複数の方をみるリスク管理の難しさ
　　利用者同士で励ましあう姿を見て、
　　地域は利用者とともに成されていると感じた

・環境把握・調整の重要性（12）
　　送迎を見学して自宅周辺環境や自宅内の環境を
　　把握することの重要性を学んだ
　　生活背景について考えようと思うようになった

・他職種連携（7）
　　他職種と連携しながら利用者とかかわりを持つことの重要性
　　病院以上に他職種連携が重要だと感じた

・その他（4）
　　介護保険制度について学べた
　　介護予防においてどのような運動が必要なのか理解できた
　　実際の入浴介助を見学してイメージができた
　　食事場面を見学し、誤嚥予防や食事姿勢の重要性を認識した  
  
ⅤⅤ．．考考察察  
 本稿では 2023 年度より開始した「地域理学

療法実習」について，内容を紹介するとともに，

実習生からのアンケートから実習開講時期の検

討および実習での学びについて把握することを

目的とした． 
本実習は，専門科目の履修を大凡修了した時

期に開講するという理由から 3 年次後期に開講

した．実習後の実習生からのアンケート結果よ

り，2023 年 3 月とした地域理学療法実習の開

講時期においては，大多数の学生が肯定的に捉

えていることが明らかとなった．その理由とし

て，1 年次からの学習の積み重ねがあることが

挙げられた．特に 3 年次開講科目である地域理

学療法学演習ⅠとⅡを受講し，介護保険分野に

ついての知識を有して地域理学療法実習に臨め

たことは，実習現場の理解として有用であると

考えられる．また 2 年次後期および 3 年次後期

に実施する臨床実習Ⅰ・Ⅱを修了していること

で，医療施設の役割をある程度理解できている

ことが介護施設の理解につながったと考えられ

る． 
 一方で，少数ではあったが今回の実習開講時

期に対して否定的な回答があり，低学年での開

講でも目的が達成できるのではないかという意

見が得られた．本専攻では１年次に病院見学，

2 年次には 2 週間の見学体験実習を実施してお

り，いずれもその目的は理学療法士の役割理解

である．地域理学療法実習も 5 日間の見学を中

心とした実習であるため，理学療法士が働く場

面を観察することで役割の理解，他職種連携な

どある程度の概念的理解は可能であるという意

見につながったと考えられた．また，地域理学

療法実習では検査・治療といった患者介入では

ないため技術の未熟さが対象者や施設側へ不利

益を与えることがないこと、低学年から介護保

険分野の見学をすることで，その後の専門分野

の学びを豊かにする可能性があることも要因と

考えた．しかしながら，浅利 4）は地域リハは理

学療法の応用実践領域であり，基本的理学療法

を学ぶ養成課程ではまず基礎的な技術や知識を

身につけることを優先すべきという意識がある，

と述べている．このことをふまえると概念的な

理解にとどまらず，見学を通して理学療法士の

視点や生活環境への配慮など多角的な視点を有

するには医療施設での実習経験も対比として重

要だと考えられ，地域理学療法実習の時期は早

くとも評価実習後が望ましいと考えられる． 
 また，実習の開講時期に対する肯定的意見・

否定的意見ともに得られた回答として「時間的

余裕」が挙げられた．肯定的意見として今回の

開講時期が定期試験終了後の春季休業期間であ

ったため，事前の準備時間を含めて時間的余裕

があったと回答した学生が多かった．一方で否

定的意見として，実習終了後の報告会も含める
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と約 2 週間を要するため帰省に十分な時間を設

けることが難しいとの回答が得られた．例年，

3 年次の春季休業期間中に学生は多くの準備を

することとなる．就職活動が開始になる学生も

いれば，卒業研究のプレ実験，国家試験対策，

また 10 週間の総合臨床実習への準備など学生

にとっては多忙な時期ともいえる．このような

背景を考慮した学生とそうでない学生間で意見

が相違したと推察した． 
 地域理学療法実習で学びとなったことに関し

ては，地域での理学療法士の役割が明確になっ

た，多職種連携の重要性などの回答が多く得ら

れた．病院と比較して，という意見もあり，医

療施設との対比が学びへとつながっていると考

えられた．また，環境把握・調整の重要性や食

事や入浴など実際の生活場面を見学・体験した

ことで学びを深めた様子が伺えた．医療施設以

上に生活場面に密接に関わる地域での実習経験

は利用者の生活背景にも視野を拡げる機会にな

ったと考えられる． 
本学の 2021・2022 年度の就職状況は，内定

先として 98.0％の学生が医療機関，2.0％の学

生が介護福祉施設と大多数の学生が医療機関に

就職した 5）．新卒理学療法士の就職先に関する

複数の先行報告によると，おおむね 85-90％の

学生が医療機関に就職したとしており 6-8），本

学卒業生の医療機関に就職する割合は，他養成

施設の卒業生よりも幾らか高くなっている．こ

れは， 2021・2022 年度卒業の学生には臨床実

習期間に介護福祉施設などでの実習経験が全く

ない学生もおり，介護福祉施設での仕事像が描

けなかったことも影響したと推察される．地域

理学療法実習で介護福祉施設等の実習を経験し

た学生の就職先選択についても，今後は注視し

ていく必要がある． 
 3 年次の春季休業期間中に実施した「地域理

学療法実習」はそれまでの学習や臨床実習の経

験をふまえると開講時期として適切であると考

えられる．一方で，学生の 4 年次に向けた準備

や在学中の長期休みを利用した課外活動への十

分な時間の確保などを考慮すると，地域理学療

法実習の開講時期には引き続き慎重な検討が必

要と思われる．今後も実習後アンケートを継続

し，実習の開講時期に関して各学年での学修状

況や学生の意向を把握し検討していきたい． 
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表 4 学びとなったことの代表意見 
（意見数） 

・地域での理学療法士の役割が明確になった（25）
　　病院と地域での役割の違いが学べた
　　機能改善だけでなく生活に目を向けていること
　　リハ会議に参加して地域に根付いた理学療法の重要性を学んだ

・利用者とのかかわり（13）
　　利用者との信頼関係が大切だと思った
　　コミュニケーションの取り方を学んだ
　　同時に複数の方をみるリスク管理の難しさ
　　利用者同士で励ましあう姿を見て、
　　地域は利用者とともに成されていると感じた

・環境把握・調整の重要性（12）
　　送迎を見学して自宅周辺環境や自宅内の環境を
　　把握することの重要性を学んだ
　　生活背景について考えようと思うようになった

・他職種連携（7）
　　他職種と連携しながら利用者とかかわりを持つことの重要性
　　病院以上に他職種連携が重要だと感じた

・その他（4）
　　介護保険制度について学べた
　　介護予防においてどのような運動が必要なのか理解できた
　　実際の入浴介助を見学してイメージができた
　　食事場面を見学し、誤嚥予防や食事姿勢の重要性を認識した  
  
ⅤⅤ．．考考察察  
 本稿では 2023 年度より開始した「地域理学

療法実習」について，内容を紹介するとともに，

実習生からのアンケートから実習開講時期の検

討および実習での学びについて把握することを

目的とした． 
本実習は，専門科目の履修を大凡修了した時

期に開講するという理由から 3 年次後期に開講

した．実習後の実習生からのアンケート結果よ

り，2023 年 3 月とした地域理学療法実習の開

講時期においては，大多数の学生が肯定的に捉

えていることが明らかとなった．その理由とし

て，1 年次からの学習の積み重ねがあることが

挙げられた．特に 3 年次開講科目である地域理

学療法学演習ⅠとⅡを受講し，介護保険分野に

ついての知識を有して地域理学療法実習に臨め

たことは，実習現場の理解として有用であると

考えられる．また 2 年次後期および 3 年次後期

に実施する臨床実習Ⅰ・Ⅱを修了していること

で，医療施設の役割をある程度理解できている

ことが介護施設の理解につながったと考えられ

る． 
 一方で，少数ではあったが今回の実習開講時

期に対して否定的な回答があり，低学年での開

講でも目的が達成できるのではないかという意

見が得られた．本専攻では１年次に病院見学，

2 年次には 2 週間の見学体験実習を実施してお

り，いずれもその目的は理学療法士の役割理解

である．地域理学療法実習も 5 日間の見学を中

心とした実習であるため，理学療法士が働く場

面を観察することで役割の理解，他職種連携な

どある程度の概念的理解は可能であるという意

見につながったと考えられた．また，地域理学

療法実習では検査・治療といった患者介入では

ないため技術の未熟さが対象者や施設側へ不利

益を与えることがないこと、低学年から介護保

険分野の見学をすることで，その後の専門分野

の学びを豊かにする可能性があることも要因と

考えた．しかしながら，浅利 4）は地域リハは理

学療法の応用実践領域であり，基本的理学療法

を学ぶ養成課程ではまず基礎的な技術や知識を

身につけることを優先すべきという意識がある，

と述べている．このことをふまえると概念的な

理解にとどまらず，見学を通して理学療法士の

視点や生活環境への配慮など多角的な視点を有

するには医療施設での実習経験も対比として重

要だと考えられ，地域理学療法実習の時期は早

くとも評価実習後が望ましいと考えられる． 
 また，実習の開講時期に対する肯定的意見・

否定的意見ともに得られた回答として「時間的

余裕」が挙げられた．肯定的意見として今回の

開講時期が定期試験終了後の春季休業期間であ

ったため，事前の準備時間を含めて時間的余裕

があったと回答した学生が多かった．一方で否

定的意見として，実習終了後の報告会も含める
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と約 2 週間を要するため帰省に十分な時間を設

けることが難しいとの回答が得られた．例年，

3 年次の春季休業期間中に学生は多くの準備を

することとなる．就職活動が開始になる学生も

いれば，卒業研究のプレ実験，国家試験対策，

また 10 週間の総合臨床実習への準備など学生

にとっては多忙な時期ともいえる．このような

背景を考慮した学生とそうでない学生間で意見

が相違したと推察した． 
 地域理学療法実習で学びとなったことに関し

ては，地域での理学療法士の役割が明確になっ

た，多職種連携の重要性などの回答が多く得ら

れた．病院と比較して，という意見もあり，医

療施設との対比が学びへとつながっていると考

えられた．また，環境把握・調整の重要性や食

事や入浴など実際の生活場面を見学・体験した

ことで学びを深めた様子が伺えた．医療施設以

上に生活場面に密接に関わる地域での実習経験

は利用者の生活背景にも視野を拡げる機会にな

ったと考えられる． 
本学の 2021・2022 年度の就職状況は，内定

先として 98.0％の学生が医療機関，2.0％の学

生が介護福祉施設と大多数の学生が医療機関に

就職した 5）．新卒理学療法士の就職先に関する

複数の先行報告によると，おおむね 85-90％の

学生が医療機関に就職したとしており 6-8），本

学卒業生の医療機関に就職する割合は，他養成

施設の卒業生よりも幾らか高くなっている．こ

れは， 2021・2022 年度卒業の学生には臨床実

習期間に介護福祉施設などでの実習経験が全く

ない学生もおり，介護福祉施設での仕事像が描

けなかったことも影響したと推察される．地域

理学療法実習で介護福祉施設等の実習を経験し

た学生の就職先選択についても，今後は注視し

ていく必要がある． 
 3 年次の春季休業期間中に実施した「地域理

学療法実習」はそれまでの学習や臨床実習の経

験をふまえると開講時期として適切であると考

えられる．一方で，学生の 4 年次に向けた準備

や在学中の長期休みを利用した課外活動への十

分な時間の確保などを考慮すると，地域理学療

法実習の開講時期には引き続き慎重な検討が必

要と思われる．今後も実習後アンケートを継続

し，実習の開講時期に関して各学年での学修状

況や学生の意向を把握し検討していきたい． 
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AAbbssttrraacctt  
                                               
The Department of Physical Therapy at Tohoku Bunka Gakuen University organized, a 
five-day “Community Physical Therapy Practice” in March 2023 for third-year students. 
This paper reports the course details and discusses the appropriateness of the timing 
based on responses to a questionnaire. Most students had a positive view of the timing 
of the course as it provided insights into the role of physical therapists in daycare or 
homecare rehabilitation. March was considered an appropriate month to start 
“Community Physical Therapy Practice.” However, careful consideration will be 
necessary in timing the course，as students are required to prepare for their fourth 
year. 
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執執筆筆要要項項  

  
 別途に配布するワードファイル（論文雛型）を使用して，以下の要領で作成してください． 
 
【【原原稿稿のの長長ささ】】  

・和文の場合は，図表，参考文献含め 10 ページ以内で作成する．（1 ページあたり 1638 字） 
 ・英文の場合は，参考文献を含め 5,000 語以内で作成する． 
  
【【題題目目】】  
 ・論文の題目と副題はコロン（：）でわける． 
 ・ランニングタイトル（ヘッダ）を 30 字以内で記載する．ただし，表題が 30 字以内であれば，同じ

でも構わない． 
  
【【字字体体・・フフォォンントトななどど】】  

・ 題名は明朝体（アルファベッドは century），フォントサイズ 16 で記載する．その他（著者・本文 
注釈など）は明朝体（アルファベッドは century）フォントサイズ 10.5 で記載する． 

・ 本文中の見出しは太字を用いる．読点は「，（全角）」，句点は「．（全角）」に統一する． 
・ 和文の原稿は常用漢字，新かなづかいを用い，学術用語は「医学用語辞典」(日本医学会編)，「整形 
外科学用語集」(日整会編)などにできるだけ従うものとする．論文中の人名は原則として原語で， 
数字はすべて算用数字で，日本語化した外国語はカタカナ(この場合「」は不要)で記載する． 

・ 英文の原稿はアメリカ心理学会（American Psychological Association)発行の「出版マニュアル第 
5 版」（Publication Manual 5th edition）に準拠すること 

  
【【要要旨旨】】  

・ 和文要旨は 400 字以内で途中に改行は加えない． 
・ 英文要旨は 400 語以内で途中に改行は加えない． 
＊和文の場合は，英文の要旨をつけ，英文の場合は，和文の要旨つけること． 

  
【【キキーーワワーードド】】  

・要旨欄の下には，本文の内容を示すキーワードをつける（5 語以内）． 
 

【【図図表表】】  
 ・スペースは定められた余白より内側で本文 2 列分もしくは 1 列分を用いて挿入する． 
 ・図表の挿入位置は，ページ内の上もしくは下とし，ページ内の文章が図表によって途切れないよう

にする． 
 ・図表には，必ず内容を示す図題・表題をつける． 
 
【【文文献献】】  

・本文中の引用箇所には文献番号を記載する． 
例：1)2)3)，1)5) など   

・欧文の引用文献の表題名は，頭文字以外はすべて小文字を用いる． 
・番号は引用順につける． 
・「，」「．」に注意して記入する． 
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